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１　 施設の有効活用等





○  建物は改修計画を策定し計画的に整備、土地・建物は適正に管理し有効活用


○  マーケティング・リサーチによる設備機器の整備





２　 法令遵守に向けた取組み





○　コンプライアンスの徹底、個人情報保護と情報公開、情報セキュリティ等に取り組む











■　産技研は、「ものづくりのテクノ・パートナー」として、基盤技術の高度化・信頼性の実証による売れる製品づくり、研究開発成果の技術移転等、企業への技術支援に最大限に力を発揮する。


■　「攻め」の事業展開を行うことにより、利用者の拡大に取組む。その結果として得られる増加した収入を支援機能の強化に投資し、企業に還元するという好循環の運営を行う。


■　大阪府が策定した『大阪の成長戦略』においては、ハイエンドなものづくりを推進するため、「産技研による技術支援の強化」が示されており、成長推進の一翼を担っていく。


■　公的な役割を基本とし、大阪のものづくり中小企業の期待に応えるよう、支援機能をさらに充実・強化する。

















第３　 業務運営の改善及び効率化に関する事項





第１　 中期目標の期間





平成２４年４月１日から平成２８年３月３１日までの４年間








１　 自主的、自律的、弾力的な組織運営





○　理事長のリーダーシップの下、自主的・自律的に組織マネジメントを行い、ＰＤＣＡサイクルを確立


○　予算執行や人事制度を弾力的に運用


○　提案型企業支援のため、顧客サービス部門を新設


技術支援部門は、企業ニーズに柔軟に対応する組織に再編


○　研究分野を横断する研究開発や技術支援については、プロジェクトチームを設置して対応





２　 職場、職員の士気を高め、職員の能力を向上させる取組み





○　予算配分、職員表彰、研修等によるインセンティブの制度化


○　大学、企業、研究機関等への職員派遣の制度化





第２　 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項











１ 　「提案型」の企業支援と「つなぐ」取組みの推進





「攻め」の姿勢で企業ニーズに応えるサービスを提案する。





○　顧客サービス部門を新設するとともに、顧客データベースを活用


○　研究員が利用者に対して積極的に課題解決、製品開発等を提案


○　企業に「出かける」機会の増加


○　マーケティング・リサーチや企業等の意見を聴く場の設置により、企業ニーズや満足度を把握、検証


○　外部機関との連携による支援や外部機関へのコーディネートなど、「つなぐ」取組みを推進





２　 技術支援機能の強化





「売れる製品づくり」につなげるため、技術革新や新製品開発につながる支援策を提案、実行する。





○　新たなサービスの実施


○　既存サービスの充実


○　企業の新技術・製品開発のニーズに応える設備機器の整備


○　基盤技術や成長分野の技術者育成


○　インキュベーション施設を活用した起業家・中小企業等への成長支援


○　技術支援のフォローアップ





３　 研究開発の推進





企業が求めるハイエンドなものづくりにつながる研究開発や、企業・大学との共同研究等を進める。


また、中小企業自らが共同研究に参画することや研究開発成果を活用することを産技研が提案する。





○　中小企業単独では取り組むことが困難な研究開発や重要な政策課題に関する研究開発を実施


○　共同研究、産官学連携研究等を企業に提案


○　企業に研究開発成果を情報発信し、活用を提案





４ 　連携の促進





外部機関との連携を進め、産技研だけでは対応が困難な多様な企業ニーズにも応える。





○　行政機関、金融機関等との連携による多様な支援


○　産学官連携の推進


○　広域連携の着実な推進


○　地域との連携と社会貢献





第５　　その他業務運営に関する重要事項











１　 事業収入の確保、外部資金の獲得





○  新たなサービスの導入、新規利用者の開拓など、利用者拡大への取組みにより収入を増加


  利用料金は企業ニーズを踏まえ受益者負担を前提に設定、法人化前の料金水準よりも高くなる場合には中小企業のみ政策的に引下げ


○　競争的研究資金等外部資金の獲得に向けて積極的に取り組む





２　 財務の効率化





○  弾力的な予算執行や契約の運用により企業ニーズに対応


予算配分を重点化する仕組みを創設  





第４　 財務内容の改善に関する事項
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